と いのち 

ろくな ことに はならない。 また 何 か 盗られます。 生命 

など は、 盗られたくない でしよう から。 

しょ， つぼ. つ 

さあ、 ようやく 奥へ 来ました。 ここに は 小 房が、 い 

くつ か 並んで いる。 こっちへ 来て ください。 ここへ 入 

りましょう。 はいったら 入口の 力— テン を 引きます。 

さあ、 椅子に 腰 をお かけなさい。 そして、 両手で この 

まる テ ー ブル おさ 

大きな 円卓 子 を、 しっかりと 抑えて いてく ださい。 

しっかりつ かまって いないと、 あとで 舌 を嚙ん だり、 

ひつく リ かえって 腰 をう つたり します よ。 はい、 今う 

ボタン 

ごきます。 秘密の 釦を今 押しました から。 そら 床 も 

ろと も、 下り だした でしよう。 しっかり 卓子に つか 



まっていなさい といった の は、 ここなん だ。 そうです 

しょうしつ じかけ 

この 小 室 全体が、 エレべ ー タ— 仕掛に なって いるの 

です。 床 も 天井 も 壁 も、 一緒に 落ちて いくのです。 も 

う 今 はたい へんな スピ ー ドで 落ちて いますよ。 なにし 

ろ、 これが エレべ ー タ— なら、 地階 三十 階ぐ らいに 相 

当す る 下まで 下りる のです。 なにしろ、 地面から 測つ 

て、 二百 メ ） ^ルも あるそう ですからね。 

ぱ< げき 

爆撃 を さける ためです かって。 もちろん それ もぁリ 

ましょうが、 もう 一 つの 理由 は、 金 博士 は 宇宙線 を 

きょくど さ 

極度に 避けて 生活して いられる のです。 あの 宇宙線な 

さ つらぬ 

る もの は、 二六時中、 どんな 人間の 身体で も、 刺し貫 



なら、 ここに は 無用 だから、 さっさと 帰っても らおう」 

いろめがね 

と、 金 博士 は、 大きな ウルトラマリン 色の 色眼鏡 を 

手で おさえながら、 椅子のう えから 立ち上つ たので 

あった。 
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博士 は、 大の 英国 嫌いで ある。 英国人と 酒と は、 大 

嫌いであった。 



「わし は、 あなたが ロッセ 氏で ある こと は、 今 綿 貫 君 

の 紹介で 初めて 知った わけ だが、 しかし あなたの こと 

は、 電気 砲の 論文 を 読んで、 前から 知ってい たよ」 

きげん 

と、 たいへん いい 機嫌の 様子で、 立ち上って ロッセ 

氏の 黒い 手 を 握った。 

めんじょう 

ロッセ 氏の 面 上に は、 いたく 感激の 色が 現れた。 

「だが、 ロッセ 君。 そんなに 初速の 早い 電気 砲 を こし 

ら えて、 どうす るつ もりなん かね」 

「これ はしたり、 そのような 御たず ねで は 恐れ入 リま 

す。 初速の 大きい こと は、 すなわち 射 gf が 長い ことで 

ほうへい じんち ないし 

ある。 しからば、 われ は 敵の 砲兵 陣地 乃至 は 軍艦の 射 



しばらく、 息づ まるよう な 沈黙が、 金 博士の 書斎に 

続いた が、 やがて 博士 は、 やおら 椅子から 立ち上って、 

室内 を こつこつと 歩き だした。 

「ねえ、 ロッセ 君」 

「は あ」 

「わし は 君に、 一 つの ヒント を 与える。 砲弾の 速度 を、 

うんと 低下 させたら、 どんな ことにな るか」 

ヒ 、1 ま 

「射程が 短縮され ます。 技術の 退歩です。 ナンセンス 

です」 

「いや、 わしの いってい るの は、 射程 は、 うんと 長く 

きわ 

とる の だ。 ただ 砲弾の 速度 を、 極めて 遅くす るの だ。 



あんごう 

これ は 上から 届けて 来た もの だが、 いくら 暗号で 書い 

て あるに しても、 英 艦隊 撃滅 作戦の 書類 を 中に 挟んで 

おくなん て、 不注意に も、 程が ある」 
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外へ 出る と、 ロッセ 氏 は、 大 昂奮の 面 持で、 私 を 捕 

えて、 放そうと はしなかった。 

ゎュ こねき 

「ねえ、 綿 貫 君。 われわれ は、 もっと 語ろう ではない 



か。 素敵な ブ ランデ— をの ませる 家 を 知ってい るから 

これから そこへ 案内しょう」 

私 は、 初めから 覚悟 をして いたので、 ロッセ 氏の い 

うが ままに、 ついていった。 

さかば かたすみ 

ホテル .ク ナンの、 しずかな 酒場の 片隅に、 ロッセ 

氏 は、 私 を 連れていった。 

「この 卓子 は、 僕の 特約の 席なん だ。 では、 お 互いの 

健康 を 祝 して …… 」 

と、 ロッセ 氏 は、 琥珀色の 液体の 入った グラス を 高 

くさし あげて、 唇へ 持って いった。 

「ふう、 これで やっと 落着いた。 金 博士 も、 ひどい と 



みぶ る 

ロッセ 氏 は、 そういって、 ぶるぶると 身 顫ぃ をす る 

と、 急いで グラス を 唇のと ころへ 持って いった。 
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私たちが 外に 出た とき は、 夜 も だいぶん 更けて、 さ 

ナンキンろ まば 

すがの 南京 路も、 人影が 疎らであった。 

二人 は、 アル コ —ルに ほてった 頰を 夜風に 当てな が 

ら、 別に 当ても なく、 路の ある ままに、 ぶらぶら 歩い 



私 は、 博士の こと を、 そんな 人物 だと は 思わない が、 

ロッセ 氏から、 のろのろ 砲弾に ついての 討論 を 聞いて 

ち つと ち 

いるう ちに、 だんだんと 氏の いうと ころも 尤 だと 思 

うように な つ た。 

「なるほど、 反対 条件 だね え」 

「博士よ、 豚に 喰われて 死んで しまえ」 

* つし ろ 

「まあ、 そういうな。 背後 を ふりかえ つてから、 もの 

をい つ て 貰おう かい」 

ふしぎな 声が、 とつぜん、 私たちのう しろから 聞え 

たので、 私 ははつ と 思った。 

「誰 だ？」 



「あつ！」 

おどろ 

生れて からこの 方、 私 はこん なに 愕ぃ たこと は 初 

めて だった。 悲鳴 を あげる と共に、 私は愕 きの あまり、 

ほど-つ 

鋪 道のう えに、 腰 をぬ かしてし まった。 なぜと いって、 

私が 振り返った とき、 そこに は 声をかけた 害の 誰もい 

なかった。 しかし 何物 も 居ない わけではなかった。 私 

は、 まつ 黒の、 大きな 筒の ような ものが、 私の 背中に 

もうす こしで 突き 当りそう にな つ ている の を 発見して、 

愕 いたので ある。 それ は、 どう 見ても、 口径 四十 セン 

チは あると 思う 大きな 砲弾で あつたので ある。 

「どう だ。 この 砲弾が 見える かね」 



5 

ひぞう どリ ゆうごう きゃくいん 

金 博士 秘蔵の 潜水 軍艦 弩竜 号の 客員と なって、 中 

ぼうしょ 

国大 陸の 某所 を 離れた の は、 それから、 約 一 ヶ月の 後 

だった。 

もちろん ロッセ 氏 も、 共に 博士の 客であった。 

せいえい ぶそうせん 

弩竜号 は、 おどろくべき 精鋭なる 武装船であった。 

総 トン 数 は、 一万 トンに 近かった が、 潜水 も 出来る し、 



きた。 敵艦隊が 遂に 現れた というの である。 博士 は、 

すぐさま 弩竜 号に、 浮揚 を 命じた。 

せき じゅんよう せんかん 

「二百 発の 低速 砲弾 を、 敵の 四隻 の巡洋 戦艦に 集中 

する。 一 艦に つき 五十 発ず つ だ。 五十 発の 命中弾 をく 

ら えば、 どんな 甲鈑で も、 ^の 巣になる じ やろう。 し 

かしょ 

かも、 第一 発が 命中した 個所 を、 次の 第二 弾が 又 同じ 

ねら きリ 

個所 を 狙って 命中す るの だから、 まるで、 錐で ボ— ル 

紙の 函に穴 を あける ような もの じ や。 まあ、 見て いた 

まえ」 

スクリ ー ン もん 

博士 は、 テレビジョンの 映 幕 を 見ながら、 八 門の 四 

十 センチ 砲の 射撃 を 命じた のであった。 二百 発の 砲弾 
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